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愛媛県に住んで平や 3年余りと言うのに、石鐙登山以外はとんと登りの機会に

恵まれないでいました。ぞれだけに今回の奥重信行きは心持ちにしていました。

梅雨時にもかかわらず、幸いなことに天気にも恵まれました。事[ij9持過ぎに「酒

だる村j に到着。そこから車を降りて、普通は歩いて行くところを、時間{こ制約が

ある主婦集団では、婦り時間が気になって、勧められるままに車で行ける所まで行

くことになりました。荷と、それはスリル満点のでこぼこ道でした。我がポンコヅ

のワゴン車は、定員 8人を乗せてあえぎながらかろうじて登っていきました。行き

止まちの道に車を置き、いよいよ山歩きのスタート。道案内の男の人 2人を先頭に、

特剖参加のドイツ人 2人を加え、総勢 12人のパーティーとなりました。

道案内がいなければ、方向音痛め私は多分迷ってしまっただろうという遣でした。

すぐ騒を流れる重信J![の源流の水がUl奥に行くほどに、どんどん澄んでいくように

思われました。どれ位歩いたでしょうか。石組みの残っている所がありました。人

家のj瞥で、す。昭和 30年過ぎまで人が住んでいたとのこと。四角の石組みは風呂の

跡だということでした。近くに廃校跡がありました。今日の道案内の一人は、昔こ

の学殺の先生をされていた方でした。以前は 150人ほどの子供たちがここに通っ

ていたと聞いて慧きました。重信時だけでなく、丹原町からも通っていたとか。家

庭訪問の時などは、けもの道を通って歩いて行かれたとか、うかがいました。校舎

の面影もなく竹林になっている今の状況からは、当時の様子を想懐するのはなかな

か難しいと思いました。昔、この辺りは林業が盛んで、水車で電力をおこし、丸太

を機械で描出していたとか。活気のある林業のおかげで、人は集まり、調っていた

ろしい。水車の跡や装置の寵跡を見て、やっと当時の様子がおぼろげながら浮かん

できました。

( I ) 



ょ.て

浅くても流れの速い川を、急ごしらえの丸太2本をくくった橋でバランスをとり

ながら渡るのは、実にスリルがありました。名も知らない植物の数々に自然の恵み

を感じました。そして行き着いた所は、面河の水も何のその、阿歌古漢谷から流れ

る本当にきれいな川の流れのほとりで、素敵な所でした。ここで昼食。持参した材

料でのバーベキュー。焼きたての新鮮なにじますのおいしかったこと。美しい水と

眺めにおいしい食事、・最高に賛沢でした。そして、ここで採集した水性生物は、特

にきれいなJrIにしかいないカワゲラで、そのきれいさが正に実証されたのでした。

こんな美しい川を源流に持つ重信川の水を毎日飲んで、いる私達は、実はとても幸

せなのだ。 ζの幸せをいつまでも維持したい。この美しさを妨げる何物をも許さな

いように監視し見守り続けようと思いました。(T ) 

重信川の源流を分け入って
今年の夏は雨、また雨。普段は水が抵とんど見えない重信川も今年はごうごうと流

れている。上流に行くにしたがって、水かさが増してにごった水も谷探くなるにした

がって清流となってきた。ところが、ここに至る111すじは、いたるところ堰や砂防ダ

ムで寸断され誤読を楽しむ民情が失われている占たどりついた渓谷にもごついコンク

リートむき出しの砂防ダムがいままさに建設中であった。最近では治水一本轄でなく

より生態系を保つ方向で壊や砂防ダムが見直きれつつあると開くが、重信JI/ではどう

なっているのだろう。

さて、さらにむかし馬が通っていたという道を踏みしめて奥にわ貯いると、小学校

もあったという集落跡にでた o ここには製材所もあり、かつて発電もしていたという。

高いところに苔むした石組み(水を引いていた跡)と下の方にこれも苔むした水車の

跡が残っていた。落差は3メートルもあろうか。山の中と言うと原始的者生活をつい

想橡しがちだが、案外快適な生活が繰り広げられていたかも知れない。それにこんな

環境で電気が作れるというのも驚きだ。もっとも、一昔前まではこういった水車も多

くあり、牛を飼うところではメタンガス発電なども普及していたそうで、いろいろな

方法で電気は作られていたようだ。今の私たちは電気なるものは巨大な発電所で作ら

れ高い高い鉄塔を遠く運ばれてやっと届くもの、何か自分遠の手の届かないまたコン

トロールできないものとして捉えているような気がする。自然の恵みを少し工夫して、

その土地にあったやり方で電気が作れる。とてつもない罪を冒すことな〈自前の電気

を作れるのだ。山ふところにわげいって自然の患みがとんなところにもあったとうれ

しくなった。ただ人間が謙虚に自然に聞く耳さえもっていたら答えてくれるような 0

.・・その意味でほととは資諜の宝庫だとさえいえる。

この清流仁はもう下読では決して見れなくなったカワゲラがいた。人々から忘れ去

られ宍:ゆえ仁残つ川合自黙。しかし私たちは本当に忘れ去っていいのだろうか、自然と

共に暮ちすと欠場， (Mo M) 

〈之)



おなじみ

カゲロウさんの先生が来たヨ

私たちが川の水生生物(カゲロウやヘピトンボ)を送って調べてもらってい

ることを、よもやお忘れではないでしょうネ o (ご存知ない方は井戸端だより

1、2、 3号をどうぞ読んで下さい。)

そのカゲロウたちをいつも調べて下さっている福井高専の先生方が、 4WDで d

瓶爽と杖ノ淵に現れたのは 7月25日のお昼すぎ。ていれぎ茶屋で共に昼食を

頂きながら、質問iこ答えていただいたり先生方の現在の活動状況をお話し頂い

たりしました。以下、その内容をお知らせします。

合“健痩なJII"とは

-多種多様の生物が住んでいるほどその川が健康であると言える。

・川の温度iこもよるが、上流の水生生物ほど国体が大きいが数は少ない。

それだけ生存環境は厳しい。下流では国体は小さいが数は多い。)11，こ栄養

分が多い。(つまり、汚れている)

古川の健康を知るために、なぜ「虫Jなのか

・採りやすい

・一生のサイクルが題い

・出来るだけ水の影響を多く受けるものが良い

-植物だと土の問題がからみ、純粋に水の環境がわかりにくい0

.魚では移動範囲が大き過ぎる

-水そのものを調べるに越したことはないが、水は運ぶ点で問題がある
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合昼食後、重信JII(重信橋)の水質検査に出掛けました。
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とても短い時間でしたが多くのことを共に語り合うことができ、くらしに)11の

果たす役割の大きさや、環境を守ることの難しさを改めて実感した i日でした。

ぐt;lの学習会
森下t1Z~ターγr，:;lJ<..1をテーマ拘
/ゾ主1レメ長方:ι 争才Q

去る 8月 10日から 10月 17自まで山越の愛援県婦人総合センターの中の

県生活センターで、 F水」をテーマにパネル展示が行われるごとになり、私た

ち「くらしの学習会j も急謹これまで勉強してきたことを一枚のパネルにまと

めて展示に加わった。勉には松出の「水をきれいにする会』、西条の「暮らし

の会J、五十時の「町づくりシンポの会Jなどが加わり、それぞれの観点から

展示を構成していた。

「水をきれいEごする会」はとれまで 10年にわたって自分たちの足を穫って

調べ上げた、重詰111水系の水生生物やJI!の持染の状説を詳しくしかもわかワや

すく国示していた。 r暮らしの会Jでは、今ある西条の豊かな水を守るには加

蕊11/の上読をしっかワ守らなげればとめ患いから上涜の不法諜石を告発する写

真が印象的であった。「町づくりシンポの会Jのパネルはたった一枚の写糞。

小田111の河川敷に堂々と枝を張った一本の「謹Jの写藁であった。師事も軽請

や効率が罷先してきたこれまでの生き方にストップをかげ、わたしたちの暮ら

しに何が本当に必要なのかをこの「覆Jは関い掛げているようだ。先自の新聞

によると、この「覆Jは切られずに残されるよう護岸改修の計画が変更された

そうである。五十輔の人々と改穆担当者の見識を評髄したい。

(Y ) 

きて、私たちのパネルでは重信}fIを中心にとれまで見てきた上諸から中読域

の現状と問題点をまとめたが、なにしろ準舗期間が 10日抵どで、あわてて調

べ始めたこともたくさあった。ともあれ、今由機会を与えられ形にしたことで、

今後予定している私たちのパネル展へのパネに成ったことは事実だ。来年初夏

同定…パネ峨より充実したもの…

(4 ) 



一-r戸駅地強控議l~ 郎総賊ゆ吟引-
9月4日〈土〉私達4人は、北条市民会館で行われた J主主主義かした罫Tづもり
という講j寅を聞きにいきました。

講師は、福岡県柳川市む水路浄化連動を堆進してきた 広松伝きんでした。

これは宮崎駿監督の榔!!I掘割物語という映甑にもなって、広く世間に知与れた運動です。
披が悌長だった 1985年頃、市内を舗の自のよう記涜れる水路〈議割〉の汚染がひどく

県や市から、堀害せに蓋をして下水路にしようという計画がもちあがりました。
しかし、蓋をすれば、人自につかなくなり汚染は急激に進むこと、しかも大雨む時には
水があふれで家屋が設7Jくすることに気が付いた彼は、鱒土lこj青流をとりもどそう!という
ス口-jJンをかかげて市民に訴えました。その結果、見事にゴミとヘドロLこ埋もれた水路拡

文字どうり、7.kのj荒れる)11によみがえったのです。
広松さんは見たところ地味な感、じの方ですが、おだやかな話ぶりのなかからも粘り強さと

7.kに対する思いが伝わってきました。
自分泣j曹が好きで、欽んだ後の冷たいJKが好きだ、水道の蛇口からそのまま7.kが飲めるとい
う生活を守りたい。子棋の頃、汗いっぱいむまま飛び込んだ)Ij圭守りたいと話されました。
そういえば、今の大人はきれいなく安全主主)J.kや空気のなかで脊ってきたなあと
ちょっひ。り今の子供達に申し訳ないような気がしてきました。
講演を聞きながら、重信町立))!Iや揚7Kを思いだしていました。いい I日でした。 (K)
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外国の例をスライドで見せながら、元々の自然の素質は日本の方がよいが、

素質を生かす努力が足らない。総合的でない。それでは、"どこで総合的に考

えるか"というと考えるところがない。役所の離割行政のシステムが悪いとの

!指摘問て山 ; 
同じようなことを先日武井さんの紹介で読んだ「下水道Jの本でも一人間 j

s は毎日"水を欽み

lがある。ところが、これまでこの二つは役所の縦割行政を反映してバラバラに 0
計画され、それぞれが河川を破壊してきた。いま求められるのはこの両方を念|

頭においた総合的な"水の設計"と書かれた文章に出会い、ここでもそのこと i 
の必要性を教えられた思いでした。!

外国のものまねでなく、地域に、その土地にあわせ、総合的に考えての"ま i 
ちづくり"が今求められているのではないかとの話でした。 r市民が行政への i 

批判精神を持つことが、行政を動かし、また水準を上げていくことになる。 j

i と。そのことができるためには、毎日の生活の中でしっかり見るべきものを見、

?考え、学習(勉強?)していかなければならないことを実感させられました。 i

その後の"水と共に生きる"と題されたデイスカツションにおいて、 Jむに残 o
ったことは、十年前の観音水・新町JI!はゴミも多く、洗剤の中をコイが泳いで

いた状態。その当時から市民の一部の人々の中に心配の声があった。

昭和60年に r名水吉選Jの指定を受け、町に清涼をよみがえらせることが

iできた明主当:::;モーされて
いる課題もあるこ 思、 住民と行政の努力によ

りよみがえらせることができたことを知るよい機会になりました。 (H• M) 

水の 7割(うちぬき) rrl 
3割(簡易水道) I ノ

会場で出たコーヒー '一

のおいしかったこと



1 1月8日、西条の「うちぬきJを見るために会員4名で出かけました。あ

いにくの小雨模様の天気でしたが、敢行しました。西条駅では、西条くらしの

会の有重さんが出迎えて下さいました。

「水の都 西条j というキャッチフレーズをよく耳にしますが、石鎚山を背

後にひかえ、加茂川の流れのほとりに広がる西条市、水がきれいでおいしい、

それで「水の都Jと言われているのだと単純に思っていました。有重さんのお

話から、水の使用量の90%以上が地下水であること、さらに西条の人たちの

大部分が荷の処理もほどこさない水をただで飲んでいることを知り、まさに水

の都であると再認識した訳です。西条市が、行政自ら「水j を全面に出して.

決して無限ではないこの資源を守ろうと立ち上がったということは当然だと思

いました。

うちぬき一これは、鉄パイプの先端を加工し、根元に孔をあけたもので大地

を打ちぬき、地下水層に達する(地下 13m~ 20m)とひとりでに漬き出して

くる自噴井のことを言うのですが、有重さんの案内で、たくさんあるうちぬき

の一つ、観音水系のものを見せて頂きました。まるで、噴水のように湧き上がっ

ているうちぬきを見たときは、思わず歓声が上がりました。すごい!豊かな水

量がなければ、こんなことは到底起こり得ない現象で、しよう。

観音水系の流れは、西条のアクアトピア事業により西条のシンボルとして現

在整備されており、そこを流れる水はとてもきれいなものになっていますが、

以前は、生活排水が入り込んで汚れていたそうです。そこで西条市は、下水道

を完備して排水路と分けたので、現在のように美しさがまた戻ったということ

です。

観音水の流れを、きれいに整備されたすぐ脇の道を通り下って行きました。

「蛍の里」あり、休憩所ありで、まるで市街地であることを忘れてしまいます。

蛍の里では、毎年、蛍を放流するそうです。流れも緩慢で、適当に植物も生え

てはいましたが、蛍が住み着くには距離も余りに短く無理でしょうとのお話で

したO

「水の都」西条を訪ねて
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工場地帯に出ました。伊予製紙です。散歩道はそこでま断されており gate 
があります。 押しボタンを押すと、 「ドアが開きます。〉の声と共lι仰が

開き、今度は、工場と工場をつないでいる道路が寸断され、歩行者が渡れる仕

組みになっていました。何とも不思議な気分にさせられました。有重さんの話

では、市は伊予製紙と、もう少し下流に位置する関西捺染に移転するように申

し入れてはいるが二昔からここに位置して西条の経済の一端を支えてきたこの

:社に余り強くは吉えないとのこと。会社にしてみても 水が豊富であるこの

地は捨てがたく、なかなか話がまとまらないとのことで、したc 今は、下水を

けたので、ある語!度は解消されたものの、地下水に対する影響もあるので、移

転交rmは尚継続中とのことでした。 自噴水は、Jilになっ、Jifは海に流れる。

海に出る直前に工場排水の入り込む口があり、そこからは染料の色ゐ混じづた

排水が流れ込み、糊などの富栄養故か諜が繁殖していました。

散歩道を下って行って思ったことがいくつがありました。市の整備方法の中

で、いままで、汚かったところをきちっと整編する、これはある程度は必要だと

しても、例えば表面上きれいに見える花を植えることなどは、これによって今

まで、自 F主していた植物をなくしてしまいこれまでの生態系を壊すことにならな

いのか。護岸工事の方法はここに合った方法なのか。自嘆7l<(ま別として、ポン

プア、ソプしてまで公霞!のための噴水を別に設ける必要があるのか。それによっ

て無駄に水を流すことにならないか。親水とは誰のためのものか。そこに住む

人たちの生活に密着したものでなければ意味がないのではないか。西条が、観

光の目玉に水を持ってくるとするなら、それは本来の11くにとって悪影響を及ぼ
しはしないか。

オくは、限りある高価な資額で、すO 一度汚染されたら取り返しのつかないこと

になります。住民と行政が手を携え努力してごの水を守っていって欲しいもの

です。そして、私たちは、自分の町で伺ができるのかを西条の例から学び考え
ていこうと思います。 (T)

邸玄学べ同 日{工れとつつく

IT1l 't %ぇオ訂正'・画込バゥ尚一一

刊誌で回史的;t(}) 1羽羽山?
寺b帯叫祖、‘相、~~帖・"".... "-;:唱~..... ~官冊_-.脚湘端、私噛略..... ~加~..... ~弛職職噂永和措io.."...... ，，-.-.::和掛明永世弛旭国掛端、職聡馳輪禍害

j 参考文献: 下水道一水再生の哲学 j 
中西 準子 朝日新聞社 i

コメント:少し古いがとてもいい本です。

(ぢ)



、ところによっ のさ きく っています。

しているところでは、汚水は各家震から処理されずにそのまま

され、最後に終末地理場で地理され、議や河~こ読されます o 重{言 urrで

道の計酉はありますが残念告がらまだ整錨されていませfUO

てい之ょいとごろでは、普通し援についてはなんらかの処理をする

られていますが、台所や読謹、議呂からの家庭排水はそのまま本蕗

されていますo

下水道出計揺のないところ、あっても時間のかかるところ

化構iご鵠借金がつき薬器されるように者りました(ノ内地区)。とれほし

も台所などの排水も向時に処理するも的です o 勉に農村地帯では集落ご、とに

水処理が行われたり〈ーと林、下持、ーと村地廷で計画)、また開地主主どまとまっ

た単設で排水処理するコミュニティプラントなどもでてきていま ::J 0-

下水道故経詩的に安いものではあ号ません。またその敷設に時間がかかるの

も問題です。最近下水道一本語の方針が見産されてきています。必ずしも

道にこだわらず、そめ地域に合った方法でより早く、安く排水設構を整鰭して

もらいたいものです o また重器珂めほとんどでまだ下水雄理が哉されていない

現在、どうしたらj討を持さないようにできるか、合成洗剤告龍わない、 j出Jを読

さないなど各自が気を付げることも大事な課題でしょう。 (M.日〉

一一一…… n~~_____…事章一一…一一一…一…一同一一望者一一一一一一一一一

下水道の話

L 0月18日{土)、 r 71¥の会j の武井さんから押下水道円についての話を

聞かせてもちいましたっ重信町に住む私にとって「下水道ってどんなもの?

という感覚でしたので、ただ間き入るばかりでし

生活排水が流れ込む用水路の汚れた様を自にする度 fどうにかならないもの

なのか J といつも感じていましたが、ある友人など、 「どこかで処理してい

る。 J と居、い込んで、いる人もいて繁いた事があります。

松山市垣生浄水場では、重信nrの伏流水を取水し、松山市民の水道水として

供給しています。

私達重信ffi上流に住む人々が出す生活排水はきれいにし、重信J!iに返す必要

があるはずですの住民一人一人にできる努力は実践し、行政も、車く下水道工

事に踏み切ってもらいたいものです。(:¥. M ) 

(9 ) 
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o 0 ~ 2: 日時:
場所:

当主長重喜事:主義仁t

くらしの学習会では一緒に 活動する仲間を!

募集しています。会費は年 2千円。 い つ で も ;

入会できます。 購読会員も同時募集中(年千;

円)。 お問 い 合 わ せ は 「くらしの学習会 J

重 信町西陣 59 9 - 6 8 丸井方 ; 

TEL: 6 4 - 0 8 2 8 
(または、 林 64--6956) までJ

第 4 号をお届け致します。 紙面の枚数も大幅に増えました。

が 濃くなっているかどうかは ぜひ読んでお確かめください。

中身

( T ) 
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